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Contribution of ISO International Standards to Improving Multilingual Oral Communication Services 
and Interpreting for Inbound Tourists at Tourist Sites and Facilities: From the Perspective of 




In 2020, due to the worldwide spread of the COVID-19, the World Health Organization (WHO) declared a pandemic, and governments took 
measures to restrict travel between countries and their own countries. This paper is from the perspective that the governments, especially Japan, 
should provide AI-introduced multilingual community interpreting services to international students and people from other countries to Japan for 
business purposes, especially in public health. Regarding community interpreting services, the International Organization for Standardization 
(ISO) published "ISO13611:2014 Interpreting -- Guidelines for Community Interpreting" in 2014.This paper gives an overview of multilingual 
community interpreters at tourist sites that welcome visitors worldwide to Japan. Then, this paper aims to consider how to train students to become 
multilingual community interpreting service providers who perform community interpreting in the high education program. 
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and Tomassini, 2008）。 
コミュニティ通訳が社会で機能するためには、通訳者派
遣コーディネータが存在する、整備された職能機能が不


















 立教大学では、立教コミュニティ翻訳通訳  (Rikkyo 





































 2014 年、ISO はコミュニティ通訳のためのガイドライ
ン 『 ISO13611:2014 Interpreting -- Guidelines for 
community interpreting （コミュニティ訳の通訳のため
のガイドライン）』を発行した。ISO は、2018 年には
『 ISO18841:2018 Interpreting services -- General 
requirements and recommendations（通訳サービスの一
般要求事項と推奨）』を、2019 年には、法務分野に特化
し た 法 務 通 訳 に 関 す る 要 求 事 項 『 ISO20228:2019 
Interpreting services--Legal interpreting--Requirements
（法務通訳サービスの要求事項）』を発行した。 
 『ISO18841: 2018』は、6.1 項に通訳者の資格は専門
分野によって異なり、書面による証明書が必要であると
記載している。（ISO, 2018） 
































































 JNTO が発表した 2020 年 10 月時点の訪日外客数は、
以下の表の通りである。 
 




からの 2020 年度 10 月における訪日人数はコロナ禍で劇
的に変化した。中国は、2020 年 10 月には 4500 人が訪
日し、2020 年 1 月～10 月の総数においては 100 万人を
超えているが、前年同月比 99.4％減となった。韓国は、
2020 年 10 月には 2000 人が訪日し、2020 年 1 月～10 月
の総数においては 48 万 2300 人だった。前年同月比でみ
ると 99％減となった。欧米諸国からの訪日については、
10 月は各国 1000 人未満となり、1 月～10 月の総数にお
いては米国が 21 万 6800 人、カナダが 5 万 3000 人、英





アジア圏で唯一 10 月の前年同期比減少率が 90％を切り、














(2) 多言語による公衆衛生分野の AI 翻訳（通訳）支援 
 大阪大学医療通訳研修は、社会人を含む受講生に対し、
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テムに組み込み、有効に生かす方策を考える必要がある。 














（ Common European Framework of Reference for 





S は 90 点以上、得点差 2.5 点未満：CEFR C１レベル)、
SA(CEFR C１レベル)という「最高ランク」、AA(左は総













は BD(総点 B は 70 点以上 79 点以下、得点差 D は 10 点
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ュティ通訳士が果たすと考えられる。通訳サービスの提
供者（interpreting service provider: ISP）について、同規



















コ ミ ュ ニ テ ィ 通 訳 提 供 者 （ ISO13611:2014 Certified 
Community Interpreting Service Provider: ISO13611: 









































 本稿では観光施設における AI を導入した多言語によ
る公衆衛生分野のコミュニティ通訳養成システムについ
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